『和歌山県地域医療再生事業　在宅医療を担う人材の育成研修会』
『脳科学とリハビリテーション　身体運動と認知機能の不可分性』
研修会　開催のご案内

セラピストとして重要なことは、対象者の運動能力を改善するだけでなく、実際の行動の変化から人生をより豊かなものにしていくことだと思います。

近年の脳科学的知見からみれば、運動機能と認知機能は不可分な関係性である。例えば、慢性痛の原因には、痛みの恐怖などの否定的感情からくる破局的思考である感情（情動）や認知（思考）が要因としてあげられています。また、転倒や認知症の予防や改善においても単に運動能力を向上させるだけでなく、二重課題（dual task）などの認知的側面を考慮に入れたトレーニングが推奨されています。また、運動機能を向上させるトレーニングだけでも、認知機能が向上するという報告が多数あります。つまり、運動することと自己（他者も含め）を認知することは共通しています。自己の身体を通じて自己・他者また環境との相互作用を認知しています。これが社会脳の研究として報告されています。

脳科学の知見は、一般書から専門書まで様々な知見が紹介されていますが、本研修では研究そのものの紹介ではなく、様々な知見を解釈・統合させることで理解を深めていこうと思っています。こうした視点をもつことで、セラピストとしてアプローチに広がりを持たすことができ、対象者の心身の健康だけでなく、さらに豊かな人生へのアプローチにつながるものだと思います。
日　時：平成27年9月26日（土）14：00受付　14：30～17：00　
　場　所：きびドーム（和歌山県有田郡有田川町下津野2021）

　参加費：無料

　対　象：理学療法士、作業療法士、言語聴覚士等
講　師 : 竹林　秀晃 （土佐リハビリテーションカレッジ　理学療法学科　学科長）
1997年：土佐リハビリテーションカレッジ理学療法学科卒業
1997年：土佐リハビリテーションカレッジ理学療法学科　専任講師
1997年：京都大学医学部附属病院　研修生
2005年：高知工科大学大学院工学研究科 修了（工学修士）
2009年：高知大学大学院医学系研究科神経科学専攻 修了（医学博士）
　＊当研修会は和歌山県地域医療再生事業による『在宅医療を担う人材の育成』を目的として、医療と介護の連携強化を図り、和歌山県内の地域医療活性化を目的とした事業です。

　＊理学療法士協会員は、新人教育プログラム「Ｃ－１神経系疾患の理学療法」および生涯学習プログラムの履修対象となります。

問い合わせ・申込み先：老人保健施設リバティ博愛　リハビリテーション課　西川　典男迄

　　　　　　　　　　　Mail :  liberty.rehabili@hakuaikai.net
参加申込み締切：平成26年9月20日（土）厳守
                別紙申込み用紙に記入して申し込みお願い致します。

主　催：公益社団法人和歌山県理学療法士協会　一般社団法人和歌山県作業療法士会

　　　　一般社団法人和歌山県言語聴覚士会
